
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

学校教育目標 

確かな知恵を養おう  豊かな心を育てよう  健やかな体をつくろう  逞しい実践力を身につけよう 

2026年 新年のご挨拶 

校長 林  智宏 

３学期の主な行事予定         
１月３０日（金）新入生体験入学          １２日（水）３年生同窓会入会式                                                             

２月 ２日（月）学校運営協議会②         １３日（木）卒業証書授与式  

４日（水）学力テスト（全学年）       １７日（火）公立高等学校合格発表日           

   ５日（木）参観日（１年）          ２４日（火）令和７年度 修了式・離任式          

    ６日（金）参観日（２年） 漢字検定     ２５日（水）年度末休業（～３１日） 

１３日（金）ＰＴＡ役員会⑦ 運営委員会③ 

２７日（金）３年生激励会            

３月 ４日（水）公立高等学校学力検査日 

   5日（木）公立高等学校面接試験日 

   9日（月）参観日（３年）  

枝幸中学校の様子は 

ホームページからも発信中。 

ＱＲコードからご覧ください！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本を読んで応募しよう！２０２５ 
【読書感想文部門 中学校の部】    【ＰＯＰ部門 中学校の部】 

最優秀賞：１Ａ 大﨑  紬 さん   大賞：３Ａ 石田 琴羽 さん 

優秀賞：２Ａ 三浦 亜胡 さん  準大賞：１Ａ 坂本 夢花 さん 

佳作：３Ａ 田端 凌成 さん   佳作：１Ａ 安彦  桜 さん 

館内展示：３Ａ 池田  梓 さん  ２Ａ 伊藤 うる さん 

                      ３Ａ 樋口 果帆 さん 

令和７年度 宗谷管内児童生徒美術展 

【中学生の部】 

特 選 １Ａ 角井 龍二 さん  ２Ａ 岡 奏愛良 さん 

準特選 １Ａ 坂本 夢花 さん  ２Ａ 水尾 珠唯 さん  ３Ａ 樋口 果帆 さん 

入 選 １Ａ 神保 沙里 さん 

２Ａ 川村 颯香 さん  ２Ａ 成田  健さん 

３Ａ 石田 琴羽 さん  ３Ａ 三好  奏さん 

【特別支援の部】 

準特選 １Ｂ 松田 柚希 さん  入 選 ２Ｂ 秋葉 翔愛 さん 

 

令和７年度 枝幸町絵画書道展 
【 絵画の部 】 

中学１年生 佳 作 １Ａ 瀬尾 祐一 さん 

中学２年生 佳 作 ２Ａ 金木 寿莉 さん  ２Ａ 高島  銀 さん 

中学３年生 優秀賞 ３Ａ 池田  梓 さん  佳 作 ３Ａ 村田 閃冴 さん  

【 書道の部 】 

 中学１年生 最優秀賞 １Ａ 小川 裕稀 さん  優秀賞 １Ａ 大﨑  紬 さん  

 中学２年生 佳 作  ２Ａ 大場 楓涼 さん  ２Ａ 岡 奏愛良 さん 

 中学３年生 優秀賞  ３Ａ 石田 琴羽 さん  佳作 ３Ａ 三好  奏 さん 

 

中体連報告 ～ 北海道中学校スキー大会アルペン競技 ～ 
１月１５～１７日までの３日間、ぬかびら源泉郷スキー場にて標記大会が行われました。本校からも男

子生徒３名が参加。ジャイアントスラローム（ＧＳ）、スラローム（ＳＬ）に出場しました。以下に結果を

掲載します。大変お疲れさまでした。 

【結果】男子ＧＳ １Ａ 田村  翼 さん 36位   男子ＳＬ １Ａ 田村  翼 さん 28位 

         １Ａ 齊藤虎次郎 さん 46位        １Ａ 齊藤虎次郎 さん 37位 

３Ａ 齊藤 虎鉄 さん 47位        ３Ａ 齊藤 虎鉄 さん 48位 
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学級担任の他、相談しやすい教職員に相談して 

ください。また、相談窓口として「いじめ対策組織」を設置しています。 

枝幸町立枝幸中学校のいじめ対策組織の連絡先は ０１６３-６２-１０７６ です。 

 

いじめに関する相談は、遠慮なく相談ください 
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<評価が高かった項目> ＊（ ）内は肯定的回答の割合％ 

８ 枝幸中は、子どもたちが安心して通うことができる学校になっている。（85.2％） 

３ 枝幸中は、子どもの努力を認めたり励ましたりして、温かく接している。（81.5％） 

 

 

 
 
<評価が高くない項目> ＊（ ）内は肯定的回答の割合％  

１ 学校教育目標①「確かな知恵を養おう」 

～『授業で身に付け、自学で深め、力を発揮する生徒』（37.0％）  

→「確かな知恵を養うため」に、これまで以上に校内研修を充実させ、教員一人一人の授業力の向上を図

ります。そして生徒の意欲を高め、学力定着のための家庭学習等の取り組み方にも注力していきます。 

 

５ 枝幸中は、学力向上の取り組みやその成果をわかりやすく伝えている。（44.4％） 

→学校では課題を解決するために、様々な取り組みを行っています。そして、実際に成果が出ているもの

もありますが、アンケート結果からは「十分に伝え切れていない」実態が見えてきました。これまで以上

に学校だより等での発信をていねいに行い、またＰＴＡ役員会や運営委員会、学年懇談会の場で積極的に

粘り強く伝えていきます。 

 
<前期から評価が 10 ポイント以上上がった> ＊（ ）内は肯定的回答の割合％  
７ 枝幸中は、子どもたちが将来の夢や仕事について希望をもてるよう指導している。 

（前期 40.0％ → 後期 66.7％） 

１１ 枝幸中は、保護者の悩みや要望・地域の意見を受け止めようと努力している。 

（前期 56.7％ → 後期 70.4％） 

 

→いわゆる「キャリア教育」について学校で取り組んでいることが、保護者の皆さんへしっかりと伝わっ

てきた結果と考えます。また、保護者の方々の声にも耳を傾け子どもたちの成長のために努力している姿

勢を評価していただいたと考えます。 

【参考】生徒アンケートの関連した質問 
１８   学校は安心して生活できる              …（75.8％） 

４   先生方は認めてくれている／ほめてくれる       …（88.7％） 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈生徒アンケートで評価が低かったもの〉＊（ ）内は肯定的回答の割合％ 

 

13 家庭学習を自分で計画を立てて勉強している。（51.6％） 

 

前期に引き続き、「家庭学習を自分で計画して取り組んだ」の評価が低いですが、前期の肯定的回答の割

合が 31.3％だったことを考えると大幅に改善されました。その他の項目についても肯定的回答の割合が増

加しています。 

昨年度から取り組んでいる短期目標シート＝「ESC(Edachu Study Challenge)」を十分に活用するこ

とができる生徒が増えてきたことが要因と考えられます。今後も、「４ 生徒一人ひとりを認めながら」

「11 わからないところはていねいに説明し」「21 悩みや相談に親身に対応する」学校体制を強化して

いきます。 

<総括> 

今年度からより短い期間で評価を行うため、前期（７月）・後期（１２月）に行っています。結果の分析

の中でもふれていますが、前期よりも数値の向上が見られた項目が増えています。 

これまでも「学校は生徒にとって安心して通うことができる安全な場所」であることを第一に考えて、学

校運営を行ってきました。保護者からも生徒からも一定の評価をいただいていますが、「全員が安心できる

学校」を目指します。生徒の自己肯定感も１０％以上向上しました。これまでの取組が少しずつ結果に表れ

てきていると押さえています。 

学校評価の結果については課題を解決するべく、全職員間でしっかりと分析し共有をしています。来年度

に向けて評価の高かった部分は継続しつつ、学力をしっかり定着させる教科経営に努めていきます。 


